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岩出狭窄部は川幅が狭く、貴志川の

合流により土砂が堆積しやすく、紀の

川で治水上のネックとなっています。

そこで、緊急対策特定区間※に設定

し、平成２８年度から概ね５年で、岩

出狭窄部の対策を実施します。

岩出狭窄部

紀の川では浸水被害がたびたび発生しており、昭和28年7月の洪水では岩出橋が流

失し、昭和34年の伊勢湾台風では井阪橋付近で紀の川から溢れた氾濫流による浸水被

害が発生しています。近年では内水による浸水被害も発生しています。

過去の被害状況

近畿地方整備局では、今後、概ね３０年間における紀の川水系の河川整備内容を

とりまとめた「紀の川水系河川整備計画」を平成24年12月5日に策定しました。

紀の川の治水対策は、戦後最大洪水（昭和34年9月伊勢湾台風）を対象として、

洪水を安全に流す取り組みを推進します。

本計画における治水対策のうち、河道整備については、現状の流下能力、上下流

バランス、人口や資産状況、土地利用状況などを勘案し、段階的な治水効果の発現

を図りながら堤防整備、河道掘削、狭窄部対策などを実施します。

昭和28年7月前線（岩出橋）

昭和34年9月 伊勢湾台風（井阪橋付近）

一級河川紀の川

緊急対策特定区間

※緊急対策特定区間とは、改修効果が極めて高い

区間について、重点投資を行うことにより、早

期に事業効果を発揮させることを目的として設

定されるものです。

紀の川水系河川整備計画（平成24年12月策定）

▲河道整備の整備箇所
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岩出狭窄部対策の完了により、

・丸栖地区の浸水被害が軽減

・京奈和自動車道整備による

大阪圏へのアクセス向上と

の相乗効果

岩出狭窄部対策
ストック効果

企業立地が促進され、地域経

済の発展につながります。

岩出狭窄部

丸栖地区
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紀の川水系河川整備計画の目標

である戦後最大洪水(昭和３４年

９月伊勢湾台風) における被害軽

減のため、平成２８年度から概ね

５年間で、岩出頭首工(堰)付近に

拡幅水路の整備を行うとともに、

堰上流部の河道掘削を実施します。

これにより、岩出市、紀の川市

等の浸水被害の軽減を図るととも

に、地域の経済活動の発展を支援

します。

岩出狭窄部対策の早期完成を図るとともに、完成後は

より上流側の河道整備を推進します。

岩出頭首工及び上流部の河道断面を拡幅することで、洪水時の水位を低下させます。

実施方針

岩出狭窄部対策の完成後

実施イメージ図

事業効果(外水)

事業効果(内水)

紀の川の水位が高い状態で堤防が決壊すると、甚大な

被害が発生します。

岩出狭窄部対策の実施により、紀の川の水位が下がり、

堤防の決壊を回避することができます。

紀の川の緊急治水対策として狭窄部対策を推進します

実施内容

・拡幅水路整備

長さ ：約１２０ｍ

幅 ：約２０ｍ

高さ ：約４～５ｍ

・河道掘削

掘削量：約７０万ｍ３

丸栖地区(平成23年9月)

丸栖地区(平成23年9月)
消防団による排水作業

山崎地区(平成25年9月)

岡田地区(平成23年9月)

岩出狭窄部対策の実施により、紀の川の水位が下がる

ため、堤防の内側(住宅側)からの水の排水が早くなり、

浸水被害の軽減につながります。

【戦後最大洪水の場合】

対策前の水位＝決壊の恐れのある水位

約１ｍ低下※

幅：約20m

河道掘削

拡幅水路整備

高さ：約4～5m

右岸側 左岸側

右岸側

【貴志川合流点】

【岩出頭首工地点】

陸上掘削（イメージ）

【拡幅水路詳細図】

※貴志川合流点
付近の場合

水中掘削（イメージ）

※堤防決壊イメージ

対策後の水位＝安全に流れる水位（H.W.L.）

とうしゅこう


